
運　輸　部
内 閣 府 だ よ り

将来の船員として活躍を期待！
～中高生を対象に就業体験・体験学習を実施～
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仕事の仕事の

窓

　
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
に
お

い
て
、
船
舶
に
よ
る
海
上
輸
送
は
、
国

民
生
活
及
び
経
済
活
動
並
び
に
観
光
振

興
等
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
中
、
今
後
の
安
定
的
な
海
上
輸
送
を

確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
海
上
輸
送

を
担
う
船
員
の
安
定
し
た
確
保
・
育
成

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
特
に
内
航
海
運

に
お
い
て
は
、
年
齢
構
成
を
見
る
と
50

歳
以
上
の
割
合
が
５
割
程
度
と
高
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
数
年
後
に
は
船
員

不
足
が
生
じ
る
と
予
測
さ
れ
、
海
上
輸

送
を
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
若
年
内
航
船
員
の
確
保
が
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
お
い
て
も
全
国
と
同
様
の

傾
向
が
あ
る
た
め
、
沖
縄
海
事
産
業
人

体験学習（実習船見学）

就業体験（船内ミーティング）

就業体験（船内設備の説明） 就業体験（荷役作業）

体験学習（シミュレーター体験）

材
確
保
・
育
成
推
進
協
議
会
で
は
、
内

航
船
員
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
を
作
り
、
将
来
、
内
航
船
員
へ
の
就

職
を
選
択
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、

７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
沖
縄
水
産
高

校
、
宮
古
総
合
実
業
高
校
の
生
徒
を
対

象
に
県
内
の
船
社
の
協
力
を
得
て
、
内

航
船
（
貨
物
船
、
旅
客
フ
ェ
リ
ー
な
ど
）

で
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か

ら
は
「
普
段
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
体

験
で
き
た
」「
内
航
海
運
の
仕
事
に
魅
力

を
感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。

　
中
学
生
に
対
す
る
取
組
と
し
て
は
、

７
月
25
日
に
沖
縄
水
産
高
校
で
、
12
月

26
日
に
は
宮
古
総
合
実
業
高
校
に
て
、

各
学
校
の
協
力
を
得
て
、
中
学
生
の
ほ

か
、
保
護
者
や
教
員
も
対
象
に
、
船
員

の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
の
説
明
や
操

お
問
合
せ
先

運
輸
部
　
船
舶
船
員
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
８
３
８

船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
、
実
習
船
の

見
学
な
ど
の
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
船
員
と

い
う
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
」「
船
員
に

な
る
た
め
に
水
産
高
校
へ
の
進
学
を
考

え
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
運
輸
部
で
は
今
後
と
も
、
若
年
内
航

船
員
の
人
材
確
保
・
育
成
に
向
け
た
取

組
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

体験学習（在校生・OBとの意見交換）

自見大臣の沖縄訪問

沖縄科学技術大学院大学（OIST）　視察（恩納村）

東村総合農産加工施設　視察（東村）

下地島空港　視察（宮古島市） 宮古島地下ダム資料館　視察（宮古島市）

八重山戦争マラリア犠牲者慰霊之碑　参拝・献花（石垣市）

やんばる野生生物保護センター　視察（国頭村）

　令和５年12月27日～28日にかけて、北部地域に
おける沖縄振興策の事業の視察等を行いました！

　令和６年１月10日～11日にかけて、離島地域に
おける沖縄振興策の事業の視察等を行いました！

北部地域

離島地域


